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南
北
朝
時
代
前
半
期
に
お
け
る
許
氏
と
そ
の
学
術

洲　
　

脇　
　

武　
　

志

　

中
国
前
近
代
の
学
問
は
、
官
製
の

太
学

を
始
め
、
様
々
な
場
所
に
お
い
て
継
承
・
発
展
し
て
い
っ
た
が
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
で
は
主

に

家
族
（
門
閥
）
が
そ
の
中
心
と
な
り
、
家
学

と
し
て
継
承
・
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
の
魏
晋
南
北
朝
時
代
の
家
学
に
つ
い
て
は
、

吉
川
忠
夫
）

（
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
当
時
の
家
学
及
び
学
問
の
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
吉
川
氏
の
研
究
に
お
い
て
は
、
順

陽
の
范
氏
（
范
寧
・
范
曄
）、
裴
氏
（
裴
松
之
・
裴

・
裴
子
野
）、
姚
氏
（
姚
察
・
姚
思
廉
）、
顔
氏
（
顔
之
推
・
顔
遊
秦
・
顔
師
古
）
な

ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
家
学

を
有
し
て
い
た
一
族
は
他
に
も
多
数
存
在
し
た
。
例
え
ば
、
禮
度
の
）

（
門

と
評
さ
れ
た
濟
陽
の

蔡
氏
（
蔡
謨
・
蔡
約
な
ど
）、
そ
し
て
姚
氏
・
顔
氏
と
同
じ
六
朝
後
期
か
ら
初
唐
期
に
活
躍
し
た
許
氏
│
│
許
懋
・
許
亨
・
許
善
心
・
許
敬

宗
│
│
も
正
史
の
記
述
な
ど
か
ら
家
学
を
有
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
許
氏
に
つ
い
て
、
三
国
時
代
（
魏
の
許
允
）
か
ら
南
斉
・
梁
（
許
懋
）
ま
で
に
至
る
ま
で
の
許
氏
一
族
の
経
歴
を
検
討

し
、
許
懋
か
ら
始
ま
る
と
推
定
さ
れ
る
許
氏
の
家
学
の
成
立
過
程
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
題
名
に
あ
る

南
北
朝
時
代
前
半
期

と
い
う
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
筆
者
が
便
宜
的
に
使
用
し
た
言
葉
で
あ
り
、
南
朝
で
言
え

ば
東
晋
か
ら
南
斉
末
梁
初
の
範
囲
を
指
し
て
い
る
。
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許
氏
の
家
学
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
吉
川
氏
の
論
考
に
拠
り
な
が
ら
、
後
漢
〜
六
朝
期
に
お
け
る
学
術
と
家
学
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
き
た
い
。

吉
川
氏
は
、

　
　

陳
寅
恪
氏
の

隋
唐
制
度
淵
源
略
論
稿

第
二
章

礼
儀

に
次
の
文
章
が
あ
る
。
思
う
に
漢
代
の
学
校
制
度
が
廃
頽
し
、
博
士
が

伝
授
す
る
な
ら
わ
し
が
跡
を
絶
っ
て
以
後
、
学
術
の
中
心
は
家
族
に
移
っ
た
が
、
家
族
は
地
域
に
規
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

魏
、
晋
、
南
北
朝
の
学
術
と
宗
教
は
す
べ
て
家
族
と
地
域
の
両
面
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
漢
代
の
学
校
制
度
が

衰
微
し
て
以
後
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
お
い
て
は
地
域
社
会
に
根
を
有
す
る
家
族
、
す
な
わ
ち
門
閥
貴
族
や
豪
族
が
学
術
な
ら
び
に
宗

教
の
中
核
と
な
っ
た
と
の
指
摘
で
あ
る
。

と
陳
寅
恪
氏
を
引
用
し
、
更
に
諸
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
後
漢
時
代
か
ら
六
朝
時
代
に
お
い
て
は
官
立
の
国
子
学
や
太
学
が
教
学
の
中
心
に
な

る
こ
と
は
な
く
、
学
術
の
拠
点
も
中
央
か
ら
地
方
へ
移
り
、
地
方
に
根
を
有
す

家
族
（
門
閥
）
が
学
術
を
担
う
拠
点
と
も
な
っ
た
、
と

指
摘
し
、
学
問
を
代
々
の
業
と
す
る
一
家
が

学
門

と
呼
ば
れ
、
家
業

と
い
う
言
葉
が
往
々
に
し
て

家
学

を
意
味
し
た
と
も
指

摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
学

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
後
漢
書

か
ら
登
場
し
、
後
漢
書

の

家
学

は
お
お
む
ね
経
学
を
指

す
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
六
朝
時
代
に
な
る
と
、
家
学

と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
の
存
在
を
経
学
以
外
の
広
い
分
野
に
わ

た
っ
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

と
述
べ
て
い
）

（
る
。
こ
こ
で
正
史
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

家
学

が
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を

吉
川
氏
が
取
り
上
げ
た
事
例
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
き
た
）

（
い
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
傍
線
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
一
）
平
陽
の
賈
氏

譜
学
（
家
譜
）
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賈
淵
字
希
鏡
、
平
陽
襄
陵
人
也
。
祖
弼
之
、
晉
員
外
郎
。
父
匪
之
、
驃
騎
參
軍
。
世
傳
譜
學
。（
中
略
）
先
是
譜
學
未
有
名
家
、
淵
祖

弼
之
廣
集
百
氏
譜
記
、
專
心
治
業
。
晉
太
元
中
、
朝
廷
給
弼
之
令
史
書
吏
、
撰
定
繕
寫
、
藏
祕
閣
及
左
民
曹
。
淵
父
及
淵
三
世
傳
學
、

凡
十
八
州
士
族
譜
、
合
百
帙
七
百
餘
卷
、
該
究
精
悉
、
當
世
莫
比
。
永
明
中
、
衞
軍
王
儉
抄
次
百
家
譜
、
與
淵
參
懷
撰
定
。（
南
斉

書

文
学
伝 

賈
淵
）

（
二
）
琅
邪
の
王
氏

青
箱
学
（
有
職
故
事
）

　
　

王
准
之
字
元
曾
、
琅
邪
臨
沂
人
。
高
祖
彬
、
尚
書
僕
射
。
曾
祖
彪
之
、
尚
書
令
。
祖
臨
之
、
父
訥
之
、
並
御
史
中
丞
。
彪
之
博
聞
多

識
、
練
悉
朝
儀
、
自
是
家
世
相
傳
、
並
諳
江
左
舊
事
、
緘
之
青
箱
、
世
人
謂
之
王
氏
青
箱
學
。（
宋
書

巻
六
十 

王
准
之
伝
）

（
三
）
河
東
の
裴
氏

史
学

　
　

初
、
子
野
曾
祖
松
之
、
宋
元
嘉
中
受
詔
續
修
何
承
天
宋
史
、
未
及
成
而
卒
、
子
野
常
欲
繼
成
先
業
。
及
齊
永
明
末
、
沈
約
所
撰
宋
書
既

行
、
子
野
更
刪
撰
為
宋
略
二
十
卷
。
其
敘
事
評
論
多
善
、
約
見
而
歎
曰
、
吾
弗
逮
也
。（
梁
書

巻
三
十 

裴
子
野
伝
）

（
四
）
呉
興
の
姚
氏

史
学
（
漢
書
）

（
学
と

梁
書
・
陳
書

の
編
纂
）

　
　

沛
國
劉
臻
竊
於
公
館
訪
漢
書
疑
事
十
餘
條
、
竝
爲
剖
析
、
皆
有
經
據
。（
陳
書

巻
二
十
七 

姚
察
伝
）

　
　

梁
陳
二
史
本
多
是
察
之
所
撰
、
其
中
序
論
及
紀
傳
有
所
闕
者
、
臨
亡
之
時
、
仍
以
體
例
誡
約
子
思
廉
、
博
訪
撰
續
、
思
廉
泣
涕
奉
行
。

（
同
右
）

　
　

思
廉
少
受
漢
史
於
其
父
、
能
盡
傳
家
業
。（
旧
唐
書

巻
七
十
三 

姚
思
廉
伝
）

　
　
（
貞
観
）
三
年
、
又
受
詔
與
祕
書
監
魏
徴
同
撰
梁
陳
二
史
、
思
廉
又
採
謝
炅
等
諸
家
梁
史
續
成
父
書
、
并
推
究
陳
事
、
刪
益
傅
縡
、
顧

野
王
所
修
舊
史
、
撰
成
梁
書
五
十
卷
、
陳
書
三
十
卷
。（
同
右
）

（
五
）
琅
邪
の
顔
氏

史
学
（
漢
書
学
・
附

春
秋
左
氏
伝
・
周
礼

の
学
）

　
　

世
善
周
官
・
左
氏
、
之
推
早
傳
家
業
。（
北
斉
書

巻
四
十
五 

文
苑
伝 

顔
之
推
）

　
　

師
古
少
傳
家
業
、
博
覽
羣
書
、
尤
精
詁
訓
、
善
屬
文
。（
旧
唐
書

巻
七
十
三 
顔
師
古
）

（
伝
）
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以
上
の
よ
う
に
正
史
に
お
い
て
は

傳
學

相
傳

傳
家
業

と
い
っ
た
言
葉
に
よ
っ
て
家
学
が
継
承
さ
れ
て
い
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
う
い
っ
た
直
接
的
な
表
現
が
無
く
と
も
、
河
東
の
裴
氏
の
よ
う
に
正
史
の
記
述
か
ら
学
問
の
継
承
が
認
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

家
学
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

で
は
こ
こ
か
ら
許
氏
の
検
討
に
入
り
た
い
。
ま
ず
は

新
唐
書

宰
相
世
系
表
か
ら
許
氏
の
系
図
を
確
認
す
る
。

　
　

許
氏
出
自
姜
姓
。
炎
帝
裔
孫
伯
夷
之
後
、
周
武
王
封
其
裔
孫
文
叔
於
許
、
後
以
爲
太
嶽
之
嗣
、
至
元
公
結
爲
楚
所
滅
、
遷
于
容
城
、
子

孫
分
散
、
以
國
爲
氏
。
自
容
城
徙
冀
州
高
陽
北
新
城
都

樂
善
里
。
秦
末
有
許
猗
、
隱
居
不
仕
。
曾
孫

、
漢
侍
中
・
太
常
。
生
德
、

字
伯
饒
、
安
定
・
汝
南
太
守
、
因
居
平
輿
。
四
子
、
據
・
政
・
邈
・
勁
。
據
、
大
司
農
。
生
允
、
字
士
崇
、
魏
中
領
軍
・
鎮
北
將
軍
。

三
子
、
殷
・
動
・
猛
。
允
孫
式
。
式
二
子
、
販
・
邁
。
販
字
仲
仁
、
晉
司
徒
掾
。
四
子
、
茂
・
詢
・
嶷
・
雅
。
詢
字
玄
度
、
四
子
、
元

之
・
仲
之
・
季
之
・
珪
。
珪
、
宋
給
事
・
著
作
郎
・
桂
陽
太
守
。
生
勇
慧
、
齊
太
子
家
令
・
宂
從
僕
射
・
晉
陵
縣
侯
。
二
子
、
懋
・

胤
。
懋
、
梁
天
門
太
守
・
中
庶
子
・
生
亨
。
德
次
子
政
、
字
義
先
、
別
居
邵
陵
。（
新
唐
書

巻
七
十
三
上 

宰
相
世
系
表
三
上 

許
氏
）

　

こ
の
よ
う
に

宰
相
世
系
表 

許
氏

の
前
文
に
は
、
周
代
か
ら
許
敬
宗
の
祖
父
で
あ
る
許
亨
ま
で
の
系
図
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

う
ち
正
史
な
ど
に
記
述
が
あ
る
人
物
│
許
允
と
許
詢
の
事
績
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

許
允
に
関
す
る
記
述
は

三
国
志

魏
書 

巻
九 

諸
夏
侯
曹
伝
（
夏
侯
玄
伝
）
に
見
え
る
が
、
あ
く
ま
で
夏
侯
玄
伝
の
中
に
夏
侯
玄
や
李

豊
の
親
し
い
友
人
の
一
人
と
し
て
記
述
さ
れ
る
に
止
ま
り
、
当
時
の
実
力
者
で
あ
る
司
馬
師
誅
殺
計
画
に
失
敗
し
て
処
刑
さ
れ
た
夏
侯
玄
と

李
豊
に
連
座
し
て
楽
浪
郡
に
流
さ
れ
、
そ
の
道
中
で
死
去
し
た
こ
と
が
書
か
れ
る
の
み
で
あ
）

（
る
。
な
お
、
裴
松
之
注
は

魏
略
・
魏
氏
春
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秋
・
世
語
・
傅
暢
晉
諸
公
贊

に
見
え
る
許
允
関
連
の
記
事
を
引
用
し
、
許
允
の
事
績
や
父
の
許
據
や
息
子
の
許
奇
・
許
猛
、
猛
の
息

子
で
あ
る
許
式
と
い
っ
た
彼
の
家
族
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
学
術
に
関
す
る
記
述
は
少
な
く
、
許
允
が

相
印
（
印
章

占
い
）
に
優
れ
て
い
た
こ
）

（
と
、
息
子
の
許
奇
と
許
猛
が
学
問
に
秀
で
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
の
み
で
あ
）

（
る
。

　

許
詢
は
東
晋
中
期
に
活
躍
し
た
微
士
で
あ
り
、
石
川
忠
久
氏

許
詢
に
つ
い
）

（
て

は
、

　
　

東
晋
中
期
を
代
表
す
る
名
士
の
一
人
が
許
詢
で
あ
る
。
彼
は
玄
言
詩
の
代
表
と
し
て
名
を
留
め
る
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
貴
族
社
会

裡
に
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。（
中
略
）

　
　

つ
ま
り
、
一
つ
は
老
荘
流
の
玄
談
の
名
流
と
し
て
、
一
つ
は
そ
の
思
想
を
中
心
と
す
る
五
言
詩
（
玄
言
詩
）
の
名
手
と
し
て
、
一
代
を

リ
ー
ド
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
斉
梁
間
の
江
淹
（
字
文
通
）
の

雑
体
詩

三
十
首
中
（
文
選
に
録
さ
れ
る
）
に
も
、
劉
琨
、
郭
璞
、

孫
綽
と
並
ん
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
を
裏
書
き
す
る
材
料
と
な
る
。

と
許
詢
を
評
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
て
い
た
許
詢
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
作
品
や
記
録
は
乏
し
く
、
石
川
氏
前
掲
論
文
に
よ
れ

ば

五
言
詩
の
断
句

が
四
句
、
文
の
断
片

が
十
八
句
残
る
だ
け
で
、
正
史
に
は
立
伝
さ
れ
ず
、
世
説
新
語

に
二
十
箇
条
許
詢
に
関

す
る
記
述
が
あ
る
の
み
で
あ
り
、
当
時
に
お
け
る
影
響
力
か
ら
は
想
像
も
出
来
な
い
ほ
ど
の
少
な
さ
で
あ
る
。
ま
た
、
学
術
に
つ
い
て
は
、

簡
文 

許
掾
を
稱
し
て
云
く
、
玄
度
の
五
言
詩
、
時
人
に
妙
絶
す
と
謂
ふ
べ
し

）

（
と
。

史
臣
曰
く
、
…
…
江
左
風
味
、
道
家
の
言
を
盛

ん
に
し
、
郭
璞
は
其
の
靈
變
を
舉
げ
、
許
詢
は
其
の
名
理
を
極
む
。
仲
文
の
玄
氣
、
猶
ほ
盡
く
は
除
け
ず
、
謝
混
の
情
新
、
名
を
得
る
こ
と

未
だ
盛
ん
な
ら
ず
。
…
）

（
…

な
ど
と
許
詢
個
人
に
関
す
る
記
述
は
あ
）

（
る
も
の
の
、
許
允
や
許
奇
・
許
猛
と
い
っ
た
先
人
や
彼
の
息
子
）

（
達
と
の

関
連
性
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
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周
嘉
猷

南
北
朝
表

な
ど
に
よ
れ
ば
、
許
允
以
降
、
多
く
の
許
氏
が
仕
官
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
許

允
・
許
詢
以
外
に
は
目
立
っ
た
活
躍
を
し
た
許
氏
は
い
な
い
。
し
か
し
、
梁
の
許
懋
以
降
、
許
氏
は
政
治
の
表
舞
台
で
活
躍
し
、
四
代
に
わ

た
っ
て
正
史
に
立
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
で
は
こ
こ
で
許
氏
で
初
め
て
正
史
に
立
伝
さ
れ
た
許
懋
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

許
懋
字
昭
哲
、
高
陽
新
城
人
、
魏
鎮
北
將
軍
允
九
世
孫
。
祖
珪
、
宋
給
事
中
、
著
作
郎
、
桂
陽
太
守
。
父
勇
慧
、
齊
太
子
家
令
、
冗
從

僕
射
。

　
　

懋
少
孤
、
性
至
孝
、
居
父
憂
、
執
喪
過
禮
。
篤
志
好
學
、
爲
州
黨
所
稱
。
十
四
入
太
學
、
受
毛
詩
、
旦
領
師
説
、
晩
而
覆
講
、
座
下
聽

者
常
數
十
百
人
、
因
撰
風
雅
比
興
義
十
五
卷
、
盛
行
於
世
。
尤
曉
故
事
、
稱
爲
儀
注
之
學
。

　
　

起
家
後
軍
豫
章
王
行
參
軍
、
轉
法
曹
、
舉
茂
才
、
遷
驃
騎
大
將
軍
儀
同
中
記
室
。
文
惠
太
子
聞
而
召
之
、
侍
講
于
崇
明
殿
、
除
太
子
歩

兵
校
尉
。
永
元
中
、
轉
散
騎
侍
郎
、
兼
國
子
博
士
。
與
司
馬
褧
同
志
友
善
、
僕
射
江

甚
推
重
之
、
號
爲

經
史
笥
。
天
監
初
、
吏

部
尚
書
范
雲
舉
懋
參
詳
五
禮
、
除
征
西
鄱
陽
王
諮
議
、
兼
著
作
郎
、
待
詔
文
德
省
。
時
有
請
封
會
稽
禪
國
山
者
、
高
祖
雅
好
禮
、
因
集

儒
學
之
士
、
草
封
禪
儀
、
將
欲
行
焉
。
懋
以
為
不
可
、
因
建
議
曰
、（
中
略
）
高
祖
嘉
納
之
、
因
推
演
懋
議
、
稱
制
旨
以
答
、
請
者
由

是
遂
停
。

　
　

十
年
、
轉
太
子
家
令
。
宋
・
齊
舊
儀
、
郊
天
祀
帝
皆
用

冕
、
至
天
監
七
年
、
懋
始
請
造
大
裘
。
至
是
、
有
事
於
明
堂
、
儀
注
猶
云

服

冕
。
懋
駮
云
、
禮
云

大
裘
而
冕
、
祀
昊
天
上
帝
亦
如
之
。
良
由
天
神
尊
遠
、
須
貴
誠
質
。
今
泛
祭
五
帝
、
理
不
容
文
。

改
服
大
裘
、
自
此
始
也
。
又
降
敕
問
、
凡
求
陰
陽
、
應
各
從
其
類
、
今
雩
祭
燔
柴
、
以
火
祈
水
、
意
以
爲
疑
。
懋
答
曰
、
雩
祭
燔

柴
、
經
無
其
文
、
良
由
先
儒
不
思
故
也
。
按
周
宣
雲
漢
之
詩
曰
、
上
下
奠
瘞
、
靡
神
不
宗
。
毛
注
云
、
上
祭
天
、
下
祭
地
、
奠
其

幣
、
瘞
其
物
。
以
此
而
言
、
爲
旱
而
祭
天
地
、
並
有
瘞
埋
之
文
、
不
見
有
燔
柴
之
説
。
若
以
祭
五
帝
必
應
燔
柴
者
、
今
明
堂
之
禮
、

又
無
其
事
。
且
禮
又
云

埋
少
牢
以
祭
時
、
時
之
功
是
五
帝
、
此
又
是
不
用
柴
之
證
矣
。
昔
雩
壇
在
南
方
正
陽
位
、
有
乖
求
神
、
而

已
移
於
東
、
實
柴
之
禮
猶
未
革
。
請
停
用
柴
、
其
牲
牢
等
物
、
悉
從
坎
瘞
、
以
符
周
宣
雲
漢
之
説
。
詔
並
從
之
。
凡
諸
禮
儀
、
多
所
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刊
正
。
以
足
疾
出
爲
始
平
太
守
、
政
有
能
名
。
加
散
騎
常
侍
、
轉
天
門
太
守
。
中
大
通
三
年
、
皇
太
子
召
諸
儒
參
禄
長
春
義
記
。
四

年
、
拜
中
庶
子
。
是
歳
、
卒
、
時
年
六
十
九
。
撰
述
行
記
四
卷
、
有
集
十
五
卷
。

 

梁
書

巻
四
十 

許
懋
伝
（
南
史

巻
六
十
に
も
伝
あ
り
）

　

や
や
長
い
引
用
で
あ
る
が
、
志
を
篤
く
し
學
を
好
む
、
尤
も
故
事
に
曉
く
、
儀
注
の
學
を
爲
す
と
稱
せ
ら
る
、
號
し
て

經
史

笥

と
爲
す
、
懋
を
舉
げ
て
五
禮
を
參
詳
せ
し
む

凡
そ
諸
の
禮
儀
、
刊
正
す
る
所
多
し

と
い
っ
た
記
述
か
ら
、
許
懋
は

故
事

や

儀
注
の
学

に
精
通
し
、
五
礼
の
編
纂
に
参
加
し
、
し
ば
し
ば
儀
礼
に
関
す
る
提
言
す
る
人
物
、
つ
ま
り
は
礼
学
に
秀
で
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る
。
許
懋
の
学
術
活
動
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て
検
討
す
る
と
し
て
、
続
い
て
息
子
の
許
亨
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　
　

許
亨
字
亨
道
、
高
陽
新
城
人
、
晉
徴
士
詢
之
六
世
孫
也
。（
中
略
）

　
　

亨
少
傳
家
業
、
孤
介
有
節
行
。
博
通
羣
書
、
多
識
前
代
舊
事
、
名
輩
皆
推
許
之
、
甚
爲
南
陽
劉
之

所
重
、
毎
相
稱
述
。（
中
略
）

　
　

初
撰
齊
書

志
五
十
卷
、
遇
亂
失
亡
。
後
撰
梁
史
、
成
者
五
十
八
卷
。
梁
太
清
之
後
所
製
文
筆
六
卷
。

 

陳
書

巻
三
十
四 

文
学
伝 

許
亨
（
南
史

巻
六
十
に
も
伝
あ
り
）

　

許
懋
や
許
善
心
・
許
敬
宗
に
比
べ
れ
ば
短
い
伝
記
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
真
っ
先
に
注
目
し
た
い
の
は
、
亨 

少
く
し
て
家
業
を
傳
へ

と
あ
る
よ
う
に
、
許
懋
の
学
問
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た

羣
書
に
博
通
し
、
前
代
舊
事
を
識
る
こ
と

多
し

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
許
懋
の
学
問
の
う
ち
、
特
に

故
事

儀
注
の
学

と
い
っ
た
礼
学
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な

お
、
許
懋
か
ら
受
け
継
い
だ
礼
学
に
加
え
、
新
た
に

初
め
齊
書

び
に
志
五
十
卷
を
撰
す
る
も
、
亂
に
遇
ひ
失
亡
す
。
後
に
梁
史
を
撰

す
、
成
る
者
五
十
八
卷
な
り

と
い
う
、
許
懋
の
伝
記
に
は
無
か
っ
た
歴
史
書
撰
述
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た

い
。
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許
善
心
、
字
務
本
、
高
陽
北
新
城
人
也
。
祖
懋
、
梁
太
子
中
庶
子
、
始
平
・
天
門
二
郡
守
、
散
騎
常
侍
。
父
亨
、
仕
梁
至
給
事
黄
門
侍

郎
、
在
陳
歴
羽
林
監
、
太
中
大
夫
、
衞
尉
卿
、
領
大
著
作
。
善
心
九
歳
而
孤
、
爲
母
范
氏
所
鞠
養
。
幼
聰
明
、
有
思
理
、
所
聞
輒
能
誦

記
、
多
聞
默
識
、
爲
當
世
所
稱
。
家
有
舊
書
萬
餘
卷
、
皆
偏
通
渉
。
十
五
解
屬
文
、
牋
上
父
友
徐
陵
、
陵
大
奇
之
、
謂
人
曰
、
才
調

極
高
、
此
神
童
也
。
（
中
略
）

　
　

十
六
年
、
有
神
雀
降
於
含
章
闥
、
高
祖
召
百
官
賜
醼
、
告
以
此
瑞
。
善
心
於
座
請
紙
筆
、
製
神
雀
頌
。
其
詞
曰
、（
中
略
）
頌
成
、
奏

之
、
高
祖
甚
悅
、
曰
、
我
見
神
雀
、
共
皇
后
觀
之
。
今
旦
召
公
等
入
、
適
述
此
事
、
善
心
於
座
始
知
、
即
能
成
頌
。
文
不
加
點
、
筆

不
停
豪
、
常
聞
此
言
、
今
見
其
事
。
因
賜
物
二
百
段
。
十
七
年
、
除
秘
書
丞
。
于
時
秘
藏
圖
籍
尚
多
淆
亂
、
善
心
放
阮
孝
緒
七
録
更

製
七
林
、
各
爲
總
敍
、
冠
於
篇
首
。
又
於
部
録
之
下
、
明
作
者
之
意
、
區
分
其
類
例
焉
。
又
奏
追
李
文
博
・
陸
從
典
等
學
者
十
許
人
、

正
定
經
史
錯
謬
。
仁
壽
元
年
、
攝
黄
門
侍
郎
。
二
年
、
加
攝
太
常
少
卿
、
與
牛
弘
等
議
定
禮
樂
、
秘
書
丞
・
黄
門
、
並
如
故
。（
中

略
）
初
、
善
心
父
撰
著
梁
史
、
未
就
而
歿
。
善
心
述
成
父
志
、
修
續
家
書
。

 

隋
書

巻
五
十
八 

許
善
心
伝
（
北
史

巻
八
十
三
に
も
伝
あ
り
）

　

經
史
の
錯
謬
を
正
定
す
、
牛
弘
等
と
禮
樂
を
議
定
す

と
い
っ
た
記
述
か
ら
、
祖
父
の
許
懋
や
父
の
許
亨
と
同
じ
く
礼
学
に
精
通
し

て
い
る
こ
と
が
、
善
心
の
父 

梁
史
を
撰
著
す
る
も
、
未
だ
就
か
ず
し
て
歿
す
。
善
心 

父
の
志
を
述
成
し
、
家
書
を
修
續
す

と
い
う
記

述
か
ら
は
、
許
亨
の
史
学
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
善
心 

九
歳
に
し
て
孤
た
り

と
あ
る
よ
う
に
父
の
許
亨
と
幼
く
し
て
死
別

し
た
影
響
か
、
傳
家
業

と
い
っ
た
家
学
を
継
承
し
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
記
述
は
な
い
が
、
本
伝
の
内
容
か
ら
許
善
心
も
父
祖
の
学
問

を
受
け
継
い
で
い
る
と
言
え
よ
）

（
う
。
ま
た

家
に
舊
書
萬
餘
卷
有
り

と
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
許
懋
と
許
亨
が
収
拾
し
た
書
籍
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
こ
う
い
っ
た
書
籍
を
通
じ
て
許
善
心
は
家
学
を
継
承
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
許
善
心
伝
に
は
礼
学
・
史
学
に

秀
で
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
十
五
に
し
て
文
を
屬
す
る
を
解
す

と
い
っ
た
詩
文
の
才
を
示
す
記
述
や

阮
孝
緒
七
録
に
放
ひ
更
に
七
林

を
製
す

と
い
っ
た
目
録
学
に
関
す
る
記
述
も
見
え
る
。
許
懋
・
許
亨
・
許
善
心
と
家
学
を
継
承
し
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
礼
学
・
史
学
・
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詩
文
・
目
録
学
と
、
そ
の
家
学
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
く
点
も
看
過
で
き
な
い
。

　
　

許
敬
宗
、
杭
州
新
城
人
、
隋
禮
部
侍
郎
善
心
子
也
。
其
先
自
高
陽
南
渡
、
世
仕
江
左
。
敬
宗
幼
善
屬
文
、
舉
秀
才
、
授
淮
陽
郡
司
法
書

佐
、
俄
直
謁
者
臺
、
奏
通
事
舍
人
事
。
江
都
之
難
、
善
心
爲
宇
文
化
及
所
害
、
敬
宗
流
轉
投
於
李
密
、
密
以
爲
元
帥
府
記
室
、
與
魏
徵

同
為
管
記
。
武
德
初
、
赤
牒
擬
漣
州
別
駕
。
太
宗
聞
其
名
、
召
補
秦
府
學
士
。
貞
觀
八
年
、
累
除
著
作
郎
、
兼
修
國
史
、
遷
中
書
舍

人
。
十
年
、
文
德
皇
后
崩
、
百
官

。
率
更
令
歐
陽
詢
狀
貌
醜
異
、
衆
或
指
之
、
敬
宗
見
而
大
笑
、
爲
御
史
所
劾
、
左
授
洪
州
都
督

府
司
馬
。
累
遷
給
事
中
、
兼
修
國
史
。
十
七
年
、
以
修
武
德
・
貞
觀
實
録
成
、
封
高
陽
縣
男
、
賜
物
八
百
段
、
權
檢
校
黄
門
侍
郎
。
高

宗
在
春
宮
、
遷
太
子
右
庶
子
。
十
九
年
、
太
宗
親
伐
高
麗
、
皇
太
子
定
州
監
國
、
敬
宗
與
高
士
廉
等
共
知
機
要
。
中
書
令
岑
文
本
卒
於

行
所
、
令
敬
宗
以
本
官
檢
校
中
書
侍
郎
。
太
宗
大
破
遼
賊
於
駐
蹕
山
、
敬
宗
立
於
馬
前
受
旨
草
詔
書
、
詞
彩
甚
麗
、
深
見
嗟
賞
。（
中

略
）

　
　

顯
慶
元
年
、
加
太
子
賓
客
、
尋
冊
拜
侍
中
、
監
修
國
史
。
三
年
、
進
封
郡
公
、
尋
贈
其
父
善
心
爲
冀
州
刺
史
。
高
宗
因
於
古
長
安
城
遊

覽
、
問
侍
臣
曰
、
朕
觀
故
城
舊
基
、
宮
室
似
與
百
姓
雜
居
、
自
秦
漢
已
來
、
幾
代
都
此
。
敬
宗
對
曰
、
秦
都
咸
陽
、
郭
邑
連
跨
渭

水
、
故
云

渭
水
貫
都
、
以
象
天
河
。
至
漢
惠
帝
始
築
此
城
、
其
後
苻
堅
、
姚
萇
、
後
周
並
都
之
。
帝
又
問
、
昆
明
池
是
漢
武
帝

何
年
中
開
鑿
。
敬
宗
對
曰
、
武
帝
遣
使
通
西
南
夷
、
而
為
昆
明
滇
池
所
閉
、
欲
伐
昆
明
國
、
故
因
鎬
之
舊
澤
、
以
穿
此
池
、
用
習
水

戰
、
元
狩
三
年
事
也
。
帝
因
令
敬
宗
與
弘
文
館
學
士
具
檢
秦
漢
已
來
歷
代
宮
室
處
所
以
奏
。
其
年
、
代
李
義
府
爲
中
書
令
。
任
遇
之

重
、
當
朝
莫
比
。（
中
略
）

　
　

敬
宗
自
掌
知
國
史
、
記
事
阿
曲
。（
中
略
）
初
、
高
祖
・
太
宗
兩
朝
實
録
、
其
敬
播
所
修
者
、
頗
多
詳
直
、
敬
宗
又
輒
以
己
愛
憎
曲
事

刪
改
、
論
者
尤
之
。
然
自
貞
觀
已
來
、
朝
廷
所
修
五
代
史
及
晉
書
・
東
殿
新
書
・
西
域
圖
志
・
文
思
博
要
・
文
館
詞
林
・
累
璧
・
瑤
山

玉
彩
・
姓
氏
録
・
新
禮
・
皆
總
知
其
事
、
前
後
賞
賚
、
不
可
勝
紀
。
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旧
唐
書

巻
八
十
二 

許
敬
宗
伝
（
新
唐
書

巻
二
百
二
十
三 

姦
臣
伝
上
に
も
伝
あ
り
）

　

傍
線
部
分
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
許
敬
宗
は
故
事
に
通
じ
、
五
代
史
志

晉
書

と
い
っ
た
史
書
や

新
禮

と
い
っ
た
儀
礼
書
の
編

纂
を
取
り
仕
切
る
な
ど
、
許
懋
以
来
の
礼
学
と
許
亨
以
来
の
史
学
を
受
け
継
い
で
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
父
で
あ
る
許
善
心
と
同
様
に

そ
の
文
才
を
賞
賛
さ
れ
、
詔
勅
の
起
草
に
そ
の
腕
を
振
る
っ
て
い
る
。
許
敬
宗
に
も

傳
家
業

と
い
っ
た
家
学
を
継
承
し
た
こ
と
を
明
確

に
示
す
記
述
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
許
敬
宗
も
許
氏
の
家
学
を
受
け
継
い
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
、
魏
の
許
允
か
ら
唐
の
許
敬
宗
に
至
る
ま
で
、
正
史
の
記
述
を
中
心
に
許
氏
の
事
績
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
要

点
を
ま
と
め
た
い
。

①
許
氏
の
伝
記
に
は

傳
家
業

と
い
っ
た
家
学
を
継
承
し
た
こ
と
を
明
確
に
示
す
記
述
は
許
亨
の
伝
記
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の

内
容
か
ら
許
懋
か
ら
許
敬
宗
に
至
る
ま
で
は
代
々
学
問
を
継
承
し
て
い
る
（
家
学
を
有
し
て
い
る
）
こ
と
は
疑
い
な
い
。

②
東
晋
か
ら
劉
宋
期
ま
で
の
許
氏
は
わ
ず
か
に
許
詢
が
活
躍
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
許
懋
が
礼
学
に
よ
っ
て
活
躍
し
た
こ
と
を
契
機
と

し
、
初
唐
ま
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。

③
許
懋
以
来

儀
注
の
學

と
い
っ
た
礼
学
を
家
学
と
し
て
継
承
し
て
い
く
が
、
許
亨
よ
り
史
学
が
、
許
善
心
よ
り

屬
文
（
作
文
能

力
）
が
そ
の
家
学
に
加
わ
っ
て
い
）

（
る
。

　

そ
し
て
、
以
上
の
三
点
か
ら
許
懋
が
許
氏
の
家
学
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
か
つ
注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ

ろ
う
。

で
は
こ
こ
で
本
伝
の
記
述
に
拠
り
な
が
ら
許
懋
の
学
術
活
動
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
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許
懋
字
昭
哲
、
高
陽
新
城
人
、
魏
鎮
北
將
軍
允
九
世
孫
。
祖
珪
、
宋
給
事
中
、
著
作
郎
、
桂
陽
太
守
。
父
勇
慧
、
齊
太
子
家
令
、
冗
從

僕
射
。

　
　

懋
少
孤
、
性
至
孝
、
居
父
憂
、
執
喪
過
禮
。
篤
志
好
學
、
爲
州
黨
所
稱
。
①
十
四
入
太
學
、
受
毛
詩
、
旦
領
師
説
、
晩
而
覆
講
、
座
下

聽
者
常
數
十
百
人
、
因
撰
風
雅
比
興
義
十
五
）

（
卷
、
盛
行
於
世
。
②
尤
曉
故
事
、
稱
爲
儀
注
之
學
。

　
　

起
家
後
軍
豫
章
王
行
參
軍
、
轉
法
曹
、
舉
茂
才
、
遷
驃
騎
大
將
軍
儀
同
中
記
室
。
③
文
惠
太
子
聞
而
召
之
、
侍
講
于
崇
明
殿
、
除
太
子

歩
兵
校
尉
。
永
元
中
、
轉
散
騎
侍
郎
、
兼
國
子
博
士
。
④
與
司
馬
褧
同
志
友
善
、
僕
射
江

甚
推
重
之
、
號
爲

經
史
笥
。

　
　

⑤
天
監
初
、
吏
部
尚
書
范
雲
舉
懋
參
詳
五
禮
、
除
征
西
鄱
陽
王
諮
議
、
兼
著
作
郎
、
待
詔
文
德
省
。
⑥
時
有
請
封
會
稽
禪
國
山
者
、
高

祖
雅
好
禮
、
因
集
儒
學
之
士
、
草
封
禪
儀
、
將
欲
行
焉
。
懋
以
爲
不
可
、
因
建
議
曰
、
臣
案
舜
幸
岱
宗
、
是
爲
巡
狩
、
而
鄭
引
孝
經

鉤
命
决
云

封
于
泰
山
、
考
績
柴
燎
、
禪
乎
梁
甫
、
刻
石
紀
號
。
此
緯
書
之
曲
説
、
非
正
經
之
通
義
也
。（
中
略
）
高
祖
嘉
納
之
、

因
推
演
懋
議
、
稱
制
旨
以
答
、
請
者
由
是
遂
停
。

　
　

十
年
、
轉
太
子
家
令
。
⑦
宋
・
齊
舊
儀
、
郊
天
祀
帝
皆
用

冕
、
至
天
監
七
年
、
懋
始
請
造
大
裘
。
至
是
、
有
事
於
明
堂
、
儀
注
猶
云

服

冕
。
懋
駮
云
、
禮
云

大
裘
而
冕
、
祀
昊
天
上
帝
亦
如
之
。
良
由
天
神
尊
遠
、
須
貴
誠
質
。
今
泛
祭
五
帝
、
理
不
容
文
。

改
服
大
裘
、
自
此
始
也
。
⑧
又
降
敕
問
、
凡
求
陰
陽
、
應
各
從
其
類
、
今
雩
祭
燔
柴
、
以
火
祈
水
、
意
以
爲
疑
。
懋
答
曰
、
雩
祭

燔
柴
、
經
無
其
文
、
良
由
先
儒
不
思
故
也
。
按
周
宣
雲
漢
之
詩
曰
、
上
下
奠
瘞
、
靡
神
不
宗
。
毛
注
云
、
上
祭
天
、
下
祭
地
、
奠

其
幣
、
瘞
其
物
。
以
此
而
言
、
爲
旱
而
祭
天
地
、
並
有
瘞
埋
之
文
、
不
見
有
燔
柴
之
説
。
若
以
祭
五
帝
必
應
燔
柴
者
、
今
明
堂
之

禮
、
又
無
其
事
。
且
禮
又
云

埋
少
牢
以
祭
時
、
時
之
功
是
五
帝
、
此
又
是
不
用
柴
之
證
矣
。
昔
雩
壇
在
南
方
正
陽
位
、
有
乖
求

神
、
而
已
移
於
東
、
實
柴
之
禮
猶
未
革
。
請
停
用
柴
、
其
牲
牢
等
物
、
悉
從
坎
瘞
、
以
符
周
宣
雲
漢
之
説
。
詔
並
從
之
。
⑨
凡
諸
禮

儀
、
多
所
刊
正
。
以
足
疾
出
爲
始
平
太
守
、
政
有
能
名
。
加
散
騎
常
侍
、
轉
天
門
太
守
。
中
大
通
三
年
、
皇
太
子
召
諸
儒
參
禄
長
春
義

記
。
四
年
、
拜
中
庶
子
。
是
歳
、
卒
、
時
年
六
十
九
。
撰
述
行
記
四
卷
、
有
集
十
五
卷
。（
梁
書

巻
四
十 

許
懋
伝
【
再
掲
】）
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許
懋
の
学
術
活
動
は
、
①

十
四
に
し
て
太
學
に
入
）

（
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
が
、
当
時
の
太
学
（
国
学
）
は
設
置
と
廃
止
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
こ
こ
で
許
懋
が
太
学
に
入
学
し
た
頃
の
国
学
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

南
斉
書

巻
十
六 

百
官
志
に
よ
れ
ば
、

　
　

總
明
觀
祭
酒
一
人
。

　
　

右
太
始
六
年
、
以
國
學
廢
、
初
置
總
明
觀
、
玄
儒
文
史
四
科
、
科
置
學
士
各
十
人
、
正
令
史
一
人
、
書
令
史
二
人
、
幹
一
人
、
門
吏
一

人
、
典
觀
吏
二
人
。
建
元
中
、
掌
治
五
禮
。
永
明
三
年
、
國
學
建
、
省
。

と
、
劉
宋
の
太
始
（
泰
始
）
六
（
四
七
〇
）
年
に
国
学
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
そ
の
代
替
施
設
と
し
て

総
明
観

が
設
置
さ
）

（
れ
、
南
斉
の
永

明
三
（
四
八
五
）
年
に
再
び
国
学
が
設
置
さ
れ
る
と
総
明
観
が
廃
止
さ
れ
た
と
あ
る
。
許
懋
が

太
學
に
入
る

の
は
劉
宋
の
昇
明
元
（
四

七
七
）
年
で
、
永
明
元
（
四
八
三
）
年
に
起
家
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
太
學
に
入
る

と
は
い
う
も
の
の
、
実
際
は
総
明
観
に
て
学
ん
で

い
た
と
考
え
ら
れ
）

（
る
。
ま
た
、
当
初
は

毛
詩

を
学
ん
で
い
た
許
懋
で
あ
る
が
、
毛
詩

だ
け
で
な
く
、
②

尤
も
故
事
に
曉
く
、
儀

注
の
學
を
爲
す
と
稱
せ
ら
る

よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら

故
事

や

儀
注
の
學

は
総
明
観
が

建
元
中
（
四
七
九
〜
四
八
二
）、
五
禮

を
掌
治

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
建
元
元
年
は
蕭
道
成
が
劉
宋
の
順
帝
か
ら
禅
譲
を
受
け
、
皇
帝
に
即
位
し
た
年
で
あ
り
、

新
王
朝
の
成
立
に
際
し
て
、
礼
制
度
の
整
備
は
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
事
業
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
背
景
に
よ
り
許
懋
は

故
事

や

儀
注
の
學

に
通
暁
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
南
斉
王
朝
の
礼
制
度
策
定
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
人
物
が
王
倹

で
あ
る
。
王
倹
は
現
在
で
は
図
書
目
録
で
あ
る

七
志

と

元
徽
四
部
書
目

を
編
纂
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
が
、
褚
淵
と
と
も
に
南

斉
の
高
帝
（
蕭
道
成
）
と
武
帝
（
蕭
賾さ
く

）
の
側
近
と
し
て
、
南
斉
の
建
国
と
そ
の
政
治
制
度
の
制
定
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
先
述

の
通
り
、
総
明
観
は
国
学
が
設
置
さ
れ
た
後
に
廃
止
さ
れ
た
が
、

　
　

是
歳
（
永
明
三
年
）、
省
總
明
觀
、
於
儉
宅
開
學
士
館
、
悉
以
四
部
書
充
儉
家
、
又
詔
儉
以
家
爲
府
。
四
年
、
以
本
官
領
吏
部
。
儉
長

禮
學
、
諳
究
朝
儀
、
毎
博
議
、
證
引
先
儒
、
罕
有
其
例
。
八
坐
丞
郎
、
無
能
異
者
。
令
史
諮
事
、
賓
客
滿
席
、
儉
應
接
銓
序
、
傍
無
留
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滯
。
十
日
一
還
學
、
監
試
諸
生
、
巾
卷
在
庭
、
劍
衞
令
史
儀
容
甚
盛
。（
南
斉
書

巻
二
十
三 

王
倹
伝
）

と
あ
る
よ
う
に
、
王
倹
の
邸
宅
内
に

学
士
館

が
宮
中
の
書
籍
と
共
に
置
か
れ
、
王
倹
を
中
心
に
礼
学
や
朝
儀
に
関
す
る
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
て
い
た
。
許
懋
は
起
家
し
た
後
も

諸
生

の
一
人
と
し
て
、
王
倹
や
彼
の
蔵
書
か
ら

故
事

や

儀
注
の
學

を
学
ん
で
い
た

可
能
性
が
あ
）

（
る
。

　

ま
た
、
③

文
惠
太
子 

聞
き
て
之
を
召
し
、
崇
明
殿
に
侍
講
せ
し
め
、
太
子
歩
兵
校
尉
に
除
す
、
④

司
馬
褧
と
志
を
同
じ
く
し
友
と

し
善
し

と
あ
る
よ
う
に
、
好
学
で
知
ら
れ
る
文
恵
太
）

（
子
や
礼
学
を
家
学
と
す
る
司
馬
）

（
褧
の
存
在
も
彼
の

故
事

や

儀
注
の
學

に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

梁
で
の
許
懋
は
そ
の

故
事

儀
注
の
學

に
関
す
る
知
識
を
南
斉
時
代
以
上
に
発
揮
し
て
い
く
。
⑤

天
監
の
初
め
、
吏
部
尚
書
范

雲 

懋
を
舉
げ
て
五
禮
に
參
詳
せ
し
む

と
あ
る
よ
う
に
、
許
懋
の
学
識
を
見
込
ん
だ
范
雲
が
五
礼
の
制
）

（
定
に
参
画
さ
せ
、
⑥

封
禪
・
⑦

大
）

（
裘
・
⑧

雩
祭
燔
）

（
柴

と
い
っ
た
礼
制
度
に
つ
い
て
提
言
を
重
ね
て
い
き
、
⑨

凡
そ
諸
の
禮
儀
、
刊
正
す
る
所
多
し

と
礼
制
度
の

改
定
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

　

な
お
、
本
伝
に
は
記
載
が
無
い
が
、
隋
書

巻
二
十
五 
刑
法
志
に
は
、

　
　

時
欲
議
定
律
令
、
得
齊
時
舊
郎
濟
陽
蔡
法
度
、
家
傳
律
學
、
云
齊
武
時
、
刪
定
郎
王
植
之
、
集
注
張
、
杜
舊
律
、
合
爲
一
書
、
凡
一
千

五
百
三
十
條
、
事
未
施
行
、
其
文
殆
滅
。
法
度
能
言
之
。
於
是
以
爲
兼
尚
書
刪
定
郎
、
使
損
益
植
之
舊
本
、
以
爲
梁
律
。
天
監
元
年
八

月
、
乃
下
詔
曰
、（
中
略
）
於
是
以
尚
書
令
王
亮
・
侍
中
王
瑩
・
尚
書
僕
射
沈
約
・
吏
部
尚
書
范
雲
・
長
兼
侍
中
柳
惲
・
給
事
黄
門
侍

郎
傅
昭
・
通
直
散
騎
常
侍
孔
藹
・
御
史
中
丞
樂
藹
・
太
常
丞
許
懋
等
、
參
議
斷
定
、
定
爲
二
十
篇
。

と
あ
り
、
許
懋
は

梁
律

の
制
定
に
も
関
わ
っ
て
い
た
。

　

以
上
、
許
懋
の
学
術
活
動
に
つ
い
て
概
観
し
た
が
、
許
懋
は
ま
ず
国
学
に
お
い
て

毛
詩

を
学
び
、
次
い
で

故
事
・
儀
注
の
學
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を
学
ぶ
こ
と
で
そ
の
名
を
高
め
て
交
友
関
係
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
交
友
関
係
か
ら
更
に
学
識
を
深
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

故
事
・
儀
注
の
學

に
よ
っ
て
南
斉
と
梁
に
お
い
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
許
懋
が
生
き
た
劉
宋
末
か
ら
南
斉
・
梁
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
安
田
二
郎
氏
は

晋
安
王
子
勛
の
反
乱
と
豪
族
・
土
豪
）

（
層

に
お
い
て
、

　
　

か
か
る
豪
族
土
豪
の
存
在
を
認
知
し
、
そ
れ
と
は
極
端
に
対
照
的
な
、
退
静
的
で
文
弱
化
し
、
学
問
素
養
に
お
い
て
も
低
落
し
た
門
閥

貴
族
の
姿
│
│
彼
ら
は
騒
乱
の
中
で
流
離
・
敗
没
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
だ
│
│
と
対
比
し
た
時
、
見
識
に
富
ん
だ
貴
族
士
大
夫
は
、

少
な
か
ら
ぬ
パ
ニ
ッ
ク
に
襲
わ
れ
る
。
今
一
度
、
自
ら
の
あ
る
べ
き
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
探
索
し
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
南
朝

き
っ
て
の
名
流
門
閥
貴
族
王
僧
虔
（
琅
邪
臨
沂
の
人
、
四
二
六
〜
四
八
五
）
が
、
戒
子
書

を
子
ど
も
た
ち
に
書
き
記
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
必
然
性
は
、
ま
さ
し
く
こ
こ
に
あ
る
。（
中
略
）

　
　

王
僧
虔
の
戒
子
書
を
貫
く
精
神
は
、
専
ら
門
閥
を
重
視
し
、
門
地
や
親
兄
弟
の

蔭

に
頼
る
門
閥
貴
族
の
あ
り
方
か
ら
脱
却
し
、

読
書
、
す
な
わ
ち
学
問
・
素
養
を
体
得
し
た
士
大
夫
本
来
の
あ
り
方
へ
の
自
己
改
革
の
要
請
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
門
族
一

辺
倒
の
あ
り
方
か
ら
、
い
わ
ば
個
人
的
才
能
主
義
的
あ
り
方
│
│
門
地
主
義
を
全
面
的
に
否
定
し
去
る
も
の
で
は
な
い
が
│
│
へ
の
転

換
の
要
請
で
あ
る
。
そ
し
て
、
敢
え
て
附
言
す
る
な
ら
ば
、
王
僧
虔
が
描
き
出
し
た
あ
る
べ
き
貴
族
像
は
、
梁
武
帝
の
改
革
を
通
し

て
、
隋
唐
的
科
挙
官
僚
制
＝
律
令
的
貴
族
制
に
繋
が
る
政
治
体
制
の
下
で
求
め
ら
れ
た
、
貴
族
士
大
夫
像
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
、
劉
宋
末
に
お
け
る
貴
族
士
大
夫
の
意
識
の
変
化
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
王
僧
虔
の
甥
に
あ
た
り
、
彼
に
養
育

さ
れ
て
い
た
の
が
、
前
述
の
王
倹
で
あ
る
。
王
倹
は
一
貫
し
て
学
問
を
重
視
し
て
い
た
が
、
こ
の
王
倹
の
姿
勢
は
ま
さ
し
く
こ
こ
に
指
摘
さ

れ
る
王
僧
虔
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
姿
勢
は
王
倹
か
ら
学
士
館
に
集
っ
た
諸
生
た
ち
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
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ま
た
、
榎
本
あ
ゆ
ち
氏
は

梁
の
中
書
舎
人
と
南
朝
賢
才
主
）

（
義

に
お
い
て
、

　
　

以
上
の
よ
う
に
舎
人
経
験
者
の
多
く
は
、
政
治
社
会
へ
の
志
向
を
強
く
持
ち
、
又
そ
れ
に
み
あ
う
能
力
の
持
主
だ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら

の
依
り
所
で
あ
る
学
才
の
大
き
な
要
素
は
礼
学
だ
っ
た
。（
中
略
）

　
　

梁
代
賢
才
主
義
を
体
現
し
た
舎
人
達
の
政
治
世
界
へ
の
参
与
は
、
た
し
か
に
安
田
氏
の
い
う
よ
う
に
儒
学
の
才
を
も
と
に
し
て
お
こ
な

わ
れ
）

（
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
礼
学
と
い
う
き
わ
め
て
六
朝
的
な
形
で
な
さ
れ
た
こ
と
を
特
に
強
調
し
て
お
き
た
）

（
い
。

と
、
梁
代
に
舎
人
と
な
っ
た
数
多
く
の
寒
門
士
人
と
少
数
の
名
族
出
身
の
士
人
た
ち
が
、
自
ら
の
学
才
、
特
に
礼
学
を
拠
り
所
と
し
て
政
治

社
会
に
参
与
し
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
許
懋
の
学
術
活
動
は
、
ま
さ
し
く
劉
宋
末
か
ら
梁
初
に
お
け
る
貴
族
士
大
夫
の
意
識
の
変
化
と
礼
学
に
よ
る
政
治
世

界
へ
の
参
）

（
与
と
い
う
時
流
に
合
致
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
魏
の
許
允
か
ら
唐
の
許
敬
宗
ま
で
の
事
績
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
隋
の
許
善
心
・
唐
の
許
敬
宗
親
子
の
学
術
は
梁
の
許

懋
を
始
ま
り
と
し
、
許
懋
以
降
、
家
学
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
許
氏
の
家
学
に
は

故
事

や

儀
注
の

學

と
い
っ
た
礼
学
・
史
学
・
屬
文
（
作
文
能
力
）
の
三
つ
が
あ
る
が
、
礼
学
は
許
懋
か
ら
、
史
学
は
許
亨
か
ら
、
屬
文

は
許
善
心

か
ら
始
ま
り
、
家
学
を
継
承
し
な
が
ら
そ
の
領
域
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
許
懋
の
学
術
は
南
斉
の
国
学
や
そ
れ

に
関
連
す
る
交
友
関
係
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
特
に
礼
学
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
許
懋
が
生
き
た
劉
宋
末

か
ら
梁
初
に
お
け
る
時
代
背
景
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。
家
学
を
有
す
る
一
族
は
数
多
く
存
在
す
る
が
、
本
稿

で
取
り
上
げ
た
許
氏
の
よ
う
に
、
家
学
誕
生
の
状
況
が
窺
え
る
一
族
は
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
許
氏
事
例
は
家
学
研
究
に
と
っ
て
重
要
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
学
術
の
伝
播
・
継
承
や
領
域
の
拡
大
と
い
う
観
点
か
ら
も
注
目
す
べ
き
事
例
だ
と
言
え
る
。



愛知県立大学日本文化学部論集　第 号　

　

な
お
、
本
稿
で
は
許
懋
を
中
心
と
す
る
許
氏
の
家
学
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
整
理
す
る
に
止
ま
り
、
詳
細
な
検
討
を
行
う
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。
今
後
は
許
懋
を
始
め
と
す
る
許
氏
の
学
術
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
許
懋
を
取
り
巻

く
学
術
活
動
、
特
に
王
倹
・
王
僧
虔
を
中
心
と
す
る
当
時
の
王
氏
の
家
学
や
文
恵
太
子
・
竟
陵
王
の
学
術
活
動
と
の
関
係
、
濟
陽
の
蔡
氏
と

い
っ
た
他
の
家
学
と
の
比
較
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
許
懋
略
年
譜
】（
梁
書

巻
四
十 

許
懋
伝
な
ど
に
よ
り
作
成
）

○
劉
宋

大
明
八
（
四
六
四
）
年　

一
歳

　
　

誕
生

昇
明
元
（
四
七
七
）
年　

十
四
歳

　
　

入
太
學
。

○
南
斉

永
明
元
（
四
八
三
）
年　

二
十
歳

　
　

起
家
後
軍
豫
章
王
行
參
軍
、
轉
法
曹
、
舉
茂
才
、
遷
驃
騎
大
將
軍
儀
同
中
記
室
。
文
惠
太
子
聞
而
召
之
、
侍
講
于
崇
明
殿
、
除
太
子

歩
兵
校
尉
。
※
永
明
年
間
（
〜
四
九
二
）
の
こ
と
か
。

永
元
元
（
四
九
九
）
年　

三
十
六
歳

　
　

永
元
中
（
四
九
九
〜
五
〇
一
）、
轉
散
騎
侍
郎
、
兼
國
子
博
士
。

○
梁

天
監
元
（
五
〇
二
）
年　

三
十
九
歳

　
　

天
監
初
、
吏
部
尚
書
范
雲
舉
懋
參
詳
五
禮
、
除
征
西
鄱
陽
王
諮
議
、
兼
著
作
郎
、
待
詔
文
德
省
。
封
禪

に
関
す
る
上
奏
。
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天
監
十
（
五
一
一
）
年　

四
十
八
歳

　
　

轉
太
子
家
令
。
大
裘

及
び

雩
祭
燔
柴

に
関
す
る
上
奏
。

天
監
十
四
（
五
一
五
）
年　

五
十
二
歳

　
　

以
足
疾
出
爲
始
平
太
守
、
政
有
能
名
。
加
散
騎
常
侍
、
轉
天
門
太
守
。

中
大
通
三
（
五
三
一
）
年　

六
十
八
歳

　
　

皇
太
子
（
後
の
簡
文
帝
）
召
諸
儒
參
禄
長
春
義
記
。

中
大
通
四
（
五
三
二
）
年　

六
十
九
歳

　
　

拜
中
庶
子
。
是
歳
、
卒
。
時
年
六
十
九
。

（

）  

吉
川
忠
夫
氏

六
朝
時
代
に
お
け
る
家
学
と
そ
の
周
辺
（
小
南
一
郎
氏
編

学
問
の
か
た
ち
│
も
う
一
つ
の
中
国
思
想
史
│
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四

年
。
の
ち
、
六
朝
隋
唐
文
史
哲
論
集
Ⅰ
、
法
蔵
館
、
二
〇
二
〇
年
に
所
収
）。

（

）  

遷
司
徒
左
長
史
。
高
宗
爲
錄
尚
書
輔
政
、
百
僚
屣
履
到
席
、
約
躡
屐
不
改
。
帝
謂
江

曰
、
蔡
氏
故
是
禮
度
之
門
、
故
自
可
悅
。

曰
、
大
將
軍
有
揖

客
、
復
見
於
今
（
南
斉
書

巻
四
十
六 

蔡
約
伝
）。

（

）  

以
上
、
吉
川
氏
前
掲
論
文
。

（

）  

正
史
以
外
で
は
、
順
陽
の
范
氏

春
秋
学

が
あ
る
。
詳
し
く
は
吉
川
忠
夫
氏

六
朝
精
神
史
研
究
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
）
の

第
Ⅱ
部
范
氏

研
究

を
参
照
。

（

）  

姚
察
の
漢
書
学
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

姚
察

漢
書
訓
纂

と
そ
の
受
容
（
東
洋
文
化

第
百
十
三
号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
。

（

）  

顔
氏
の
漢
書
学
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
氏
の

顔
師
古
の

漢
書

注
（
六
朝
精
神
史
研
究

同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（

）  

初
、
中
領
軍
高
陽
許
允
與
豐
・
玄
親
善
。
先
是
有
詐
作
尺
一
詔
書
、
以
玄
爲
大
將
軍
、
允
爲
太
尉
、
共
録
尚
書
事
。
有
何
人
天
未
明
乘
馬
以
詔
版
付
允
門

吏
、
曰

有
詔
、
因
便
馳
走
。
允
即
投
書
燒
之
、
不
以
開
呈
司
馬
景
王
。
後
豐
等
事
覺
、
徙
允
爲
鎮
北
將
軍
・
假
節
督
河
北
諸
軍
事
。
未
發
、
以
放
散
官
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物
、
收
付
廷
尉
、
徙
樂
浪
、
道
死
（
三
国
志

魏
書 

巻
九 

諸
夏
侯
曹
伝 

夏
侯
尚 

子
玄
）。

（

）  

魏
氏
春
秋
曰
、
…
…
允
善
相
印
、
將
拜
、
以
印
不
善
、
使
更
刻
之
、
如
此
者
三
。
允
曰
、
印
雖
始
成
而
已
被
辱
。
問
送
印
者
、
果
懷
之
而
墜
于
廁
。
相
印

書
曰
、
相
印
法
本
出
陳
長
文
、
長
文
以
語
韋
仲
將
、
印
工
楊
利
從
仲
將
受
法
、
以
語
許
士
宗
。
利
以
法
術
占
吉
凶
、
十
可
中
八
九
。
仲
將
問
長
文

從
誰
得

法
。
長
文
曰
、
本
出
漢
世
、
有
相
印
・
相
笏
經
、
又
有
鷹
經
・
牛
經
・
馬
經
。
印
工
宗
養
以
法
語
程
申
伯
、
是
故
有
一
十
二
家
相
法
傳
于
世
。
（
三
国

志

魏
書 
巻
九 

諸
夏
侯
曹
伝 

夏
侯
尚 

子
玄 

裴
松
之
注
）

（

）  

世
語
曰
、
允
二
子
、
奇
字
子
泰
、
猛
字
子
豹
、
並
有
治
理
才
學
。
晉
元
康
中
、
奇
爲
司
隸
校
尉
、
猛
幽
州
刺
史
。
傅
暢
晉
諸
公
贊
曰
、
猛
禮
樂
儒
雅
、

當
時
最
優
。
奇
子
遐
、
字
思
祖
、
以
清
尚
稱
、
位
至
侍
中
。
猛
子
式
、
字
儀
祖
、
有
才
幹
、
至
濮
陽
內
史
・
平
原
太
守
（
三
国
志

魏
書 

巻
九 

諸
夏
侯
曹

伝 

夏
侯
尚 

子
玄 

裴
松
之
注
）。

（

）  

許
詢
に
つ
い
て
（
桜
美
林
大
学
中
国
文
学
論
叢

第
二
号
、
一
九
七
〇
年
。
の
ち

陶
淵
明
と
そ
の
時
代
〈
増
補
版
〉
、
研
文
出
版
、
二
〇
一
四
年
に

所
収
）。

（

）  

簡
文
稱
許
掾
云
、
玄
度
五
言
詩
、
可
謂
妙
絶
時
人
（
世
説
新
語

文
学
篇
）。

（

）  

史
臣
曰
、
…
…
江
左
風
味
、
盛
道
家
之
言
、
郭
璞
舉
其
靈
變
、
許
詢
極
其
名
理
、
仲
文
玄
氣
、
猶
不
盡
除
、
謝
混
情
新
、
得
名
未
盛
…
…
（
南
斉
書

巻

五
十
二 

文
学
伝
論
）。

（

）  

な
お
、
石
川
氏
前
掲
論
文
は

孫
・
許
と
並
称
さ
れ
、
東
晋
中
期
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
許
詢
は
、
謀
反
人
の
外
孫
と
い
う
宿
命
を
負
い
つ
つ
も
、
精
一

杯
才
能
を
発
揮
し
て
、
わ
ず
か
三
十
歳
ぐ
ら
い
で
夭
折
し
た
人
物
で
あ
っ
た

と
も
評
し
て
い
る
。
謀
反
人
の
外
孫

と
は
、
許
詢
の
母
は
元
帝
の
即
位
を

認
め
な
か
っ
た
た
め
に
、
王
敦
に
討
た
れ
た
華
軼
の
娘
で
あ
る
こ
と
を
指
し
、
石
川
氏
は

謀
反
人
の
外
孫

で
あ
る
こ
と
が
、
許
詢
の
処
世
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
こ
と
に
疑
い
な
い
と
し
て
い
る
。

（

）  

許
詢
の
息
子
に
つ
い
て
、
前
掲
の

新
唐
書

宰
相
世
系
表
に
は

詢
字
玄
度
、
四
子
、
元
之
・
仲
之
・
季
之
・
珪

と
あ
る
が
、
南
史

巻
六
十 

許
懋

伝
に
は

許
懋
、
字
昭
哲
、
高
陽
新
城
人
、
魏
鎮
北
將
軍
允
九
世
孫
也
。
五
世
祖
詢
、
晉
徵
士
。
祖
珪
、
宋
給
事
中
、
著
作
郎
、
桂
陽
太
守
。
父
勇
慧
、
齊
太

子
家
令
、
冗
從
僕
射

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
唐
書

に
よ
れ
ば
﹇
許
詢
―
珪
―
勇
慧
―
懋
﹈
と
な
る
が
、
南
史

に
よ
れ
ば
﹇
許
詢
―
○
―
珪
―
勇
慧
―

懋
﹈
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
周
嘉
猷

南
北
史
表

は

南
史

に
従
い
、
石
川
氏
前
掲
論
文
も
珪
の
子
で
あ
る
勇
慧
の
官
歴
と
許
詢
の
活
躍
し
た
年
代
と

の
ず
れ
と
他
の
三
子
（
元
之
・
仲
之
・
季
之
）
と
名
前
が
揃
わ
な
い
点
を
挙
げ
て
、
南
史

に
従
う
べ
き
だ
と
す
る
。
な
お
、
陳
書

文
学
伝 

許
亨
に
は

晉
徴
士
詢
之
六
世
孫
也

と
あ
る
。
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（

）  

許
善
心
の
学
術
活
動
に
つ
い
て
は
、
木
島
史
雄
氏

学
術
行
爲
の
機
能
と
広
が
り
│
隋
・
許
善
心
の
ば
あ
い
│
（
東
洋
史
研
究

第
五
十
六
巻
第
一
号
、

一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（

）  
先
に
挙
げ
た
顔
氏
も
顔
之
推
以
降
、
漢
書

が
そ
の
家
学
に
加
わ
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
注（

）の
吉
川
氏
論
文
を
参
照
。

（

）  
陳
書

巻
三
十
四 

文
学
伝 

許
亨
に
は

毛
詩
風
雅
比
興
義
類
十
五
卷

と
あ
り
、
類

字
が
つ
い
て
い
る
。
ま
た

隋
書

経
籍
志
な
ど
に
は
著
録
さ

れ
て
い
な
い
。

（

）  

年
号
な
ど
は
、
本
稿
文
末
の
【
許
懋
略
年
譜
】
を
参
照
。

（

）  

総
明
観
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
宋
書

巻
八 

明
帝
紀
に
も
（
泰
始
六
年
）
九
月
乙
丑
、
中
領
軍
劉

加
平
北
將
軍
。
戊
寅
、
立
總
明
觀
、
徴
學
士
以
充

之
。
置
東
觀
祭
酒

と
あ
る
。

（

）  

南
斉
の
国
学
に
つ
い
て
は
、
古
勝
隆
一
氏

南
斉
の
国
学
と
釈
奠
（
同
氏

中
国
中
古
の
学
術
、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
に
所
収
）
を
参
照
。

（

）  

王
倹
に
つ
い
て
は
、
藤
井
守
氏

六
朝
文
人
伝
│

南
斉
書

王
倹
伝
│
（
中
国
中
世
文
学
研
究

第
十
八
号
、
一
九
八
四
年
）、
狩
野
直
禎
氏

王
倹

伝
の
一
考
察
（
川
勝
義
雄
氏
・
砺
波
護
氏

中
国
貴
族
制
社
会
の
研
究
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
七
年
に
所
収
）、
拙
稿

王
倹
の
学
術

（
榎
本
淳
一
ほ
か
編

中
国
学
術
の
東
ア
ジ
ア
伝
播
と
古
代
日
本

勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
に
所
収
）
を
参
照
。

 
 

な
お
、
王
倹
は
南
斉
王
朝
の
儀
礼
を
定
め
る
た
め
に
、
礼
学
に
秀
で
た
人
材
を
広
く
集
め
、
そ
の
制
定
に
力
を
注
い
で
い
た
。
例
え
ば
、
王
氏

青
箱
学

を
伝
え
る
王
准
之
の
従
弟
で
あ
る
王
逡
之
は
同
族
の
王
倹
に
よ
っ
て
引
き
立
て
ら
れ
、
南
斉
の
儀
礼
制
定
に
参
与
し
て
い
る
。

 
 

王
逡
之
、
字
宣
約
、
琅
邪
臨
沂
人
也
。
父
祖
皆
爲
郡
守
。
逡
之
少
禮
學
博
聞
。（
中
略
）
昇
明
末
、
右
僕
射
王
儉
重
儒
術
、
逡
之
以
著
作
郎
兼
尚
書
左
丞
、

參
定
齊
國
儀
禮
（
南
斉
書

巻
五
十
二 

文
学
伝 

王
逡
之
）。

（

）  

文
恵
太
子
の
学
術
活
動
に
つ
い
て
は
古
勝
隆
一
氏
の
前
掲
論
文
を
参
照
。

（

）  

司
馬
褧
、
字
元
素
、
河
内
温
人
也
。
曾
祖
純
之
、
晉
大
司
農
高
密
敬
王
。
祖
讓
之
、
員
外
常
侍
。
父
燮
、
善
三
禮
、
仕
齊
官
至
國
子
博
士
。
褧
少
傳
家
業
、

強
力
專
精
、
手
不
釋
卷
、
其
禮
文
所
渉
書
、
略
皆
遍
覩
。
沛
國
劉

爲
儒
者
宗
、
嘉
其
學
、
深
相
賞
好
。
少
與
樂
安
任
昉
善
、
昉
亦
推
重
焉
。
初
爲
國
子
生
、

起
家
奉
朝
請
、
稍
遷
王
府
行
參
軍
（
梁
書

巻
四
十 

司
馬
褧
伝
）。

（

）  

梁
の
武
帝
は
、
即
位
直
後
の
天
監
元
年
か
ら

五
礼

の
編
纂
を
命
じ
、
普
通
六
年
に
完
了
し
た
。
五
礼

編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
梁
書

巻
二
十

五 

徐
勉
伝
に

普
通
六
年
、
上
修
五
禮
表
曰
、
（
中
略
）
天
監
元
年
、（
中
略
）、
於
是
尚
書
僕
射
沈
約
等
參
議
、
請
五
禮
各
置
舊
學
士
一
人
、
人
各
自
舉
學

士
二
人
、
相
助
抄
撰
。
其
中
有
疑
者
、
依
前
漢
石
渠
、
後
漢
白
虎
、
隨
源
以
聞
、
請
旨
斷
決
。
乃
以
舊
學
士
右
軍
記
室
參
軍
明
山
賓
掌
吉
禮
、
中
軍
騎
兵
參
軍
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嚴
植
之
掌
凶
禮
、
中
軍
田
曹
行
參
軍
兼
太
常
丞
賀

掌
賓
禮
、
征
虜
記
室
參
軍
陸
璉
掌
軍
禮
、
右
軍
參
軍
司
馬
褧
掌
嘉
禮
、
尚
書
左
丞
何

之
總
參
其
事
。

之
亡
後
、
以
鎮
北
諮
議
參
軍
伏

代
之
。
後
又
以

代
嚴
植
之
掌
凶
禮
。

尋
遷
官
、
以
五
經
博
士
繆
昭
掌
凶
禮
。
復
以
禮
儀
深
廣
、
記
載
殘
缺
、
宜
須
博

論
、
共
盡
其
致
、
更
使
鎮
軍
將
軍
丹
陽
尹
沈
約
、
太
常
卿
張
充
及
臣
三
人
同
參
厥
務
。
臣
又
奉
別
敕
、
總
知
其
事
。
末
又
使
中
書
侍
郎
周
捨
・
庾
於
陵
二
人
復

豫
參
知
。
若
有
疑
義
、
所
掌
學
士
當
職
先
立
議
、
通
諮
五
禮
舊
學
士
及
參
知
、
各
言
同
異
、
條
牒
啓
聞
、
決
之
制
旨
。
疑
事
既
多
、
歳
時
又
積
、
制
旨
裁
斷
、

其
數
不
少
、
莫
不
網
羅
經
誥
、
玉
振
金
聲
、
義
貫
幽
微
、
理
入
神
契
、
前
儒
所
不
釋
、
後
學
所
未
聞
。
凡
諸
奏
決
、
皆
載
篇
首
、
具
列
聖
旨
、
爲
不
刊
之
則
。

（
後
略
）
と
あ
る
。
徐
勉
伝
に
は
許
懋
の
名
前
は
見
え
な
い
が
、
五
禮 

各
お
の
舊
學
士
一
人
を
置
き
、
人　

各
お
の
自
ら
學
士
二
人
を
舉
げ
、
相
ひ
助
け
抄

撰
す
る
を
請
ふ

と
あ
り
、
右
軍
參
軍
司
馬
褧 

嘉
禮
を
掌
る

と
あ
る
よ
う
に
、
許
懋
の
親
友
で
あ
る
司
馬
褧
が
嘉
礼
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
司
馬

褧
の
も
と
で
五
礼
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（

）  

梁
の
武
帝
の
礼
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
小
林
聡
氏

梁
の
武
帝
に
よ
る
礼
制
改
革
の
特
質
│
天
監
年
間
に
お
け
る
国
家
祭
祀
の
改
革
を
中
心
に
│
（
集
刊

東
洋
学

第
九
十
三
号
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。
な
お
、
隋
書

巻
六 

礼
儀
志
一 

明
堂
に
は

明
堂
在
國
之
陽
。
梁
初
、
依
宋
・
齊
、
其
祀
之
法
、
猶

依
齊
制
。
禮
有
不
通
者
、
武
帝
更
與
學
者
議
之
。
舊
齊
儀
、
郊
祀
、
帝
皆
以
袞
冕
。
至
天
監
七
年
、
始
造
大
裘
、
而
明
堂
儀
注
猶
云
袞
服
。
十
年
、
儀
曹
郎
朱

以
爲
、
禮
大
裘
而
冕
、
祭
昊
天
上
帝
。
五
帝
亦
如
之
。
良
由
天
神
高
遠
、
義
須
誠
質
、
今
從
汎
祭
五
帝
、
理
不
容
文
。
於
是
改
服
大
裘

と
あ
り
、
隋

書

で
は
許
懋
で
は
な
く
朱

が
上
奏
し
て
い
る
が
、
小
林
氏
は
許
懋
と
朱

が
連
名
で
上
奏
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

（

）  

隋
書

巻
七 

礼
儀
志
二 

大
雩
に
は
（
天
監
）
十
年
、
帝
又
以
雩
祭
燔
柴
、
以
火
祈
水
、
於
理
爲
乖
。
儀
曹
郎
朱

議
曰
、
案
周
宣
雲
漢
之
詩
、
毛
注

有
瘞
埋
之
文
、
不
見
有
燔
柴
之
説
。
若
以
五
帝
必
柴
、
今
明
堂
又
無
其
事
。
於
是
停
用
柴
、
從
坎
瘞
典

と
あ
り
、
こ
こ
で
も

隋
書

で
は
朱

の
上
奏

と
な
っ
て
い
る
が
、
大
裘

の
場
合
と
同
様
に
連
名
で
上
奏
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（

）  

東
洋
史
研
究

第
二
十
五
巻
第
四
号
、
一
九
六
七
年
。
の
ち
改
題
の
上
、
同
氏

六
朝
政
治
史
の
研
究

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
に
所
収
。
劉
宋
の
第

六
代
皇
帝
で
あ
る
明
帝
（
孝
武
帝
第
十
二
弟
）
が
前
廃
帝
を
弑
し
て
即
位
す
る
と
、
泰
始
元
年
か
ら
翌
二
年
に
か
け
て
、
晋
安
王
子
勛
（
孝
武
帝
第
三
子
、
前

廃
帝
第
三
弟
）
を
擁
立
し
て
明
帝
に
対
す
る
反
乱
が
起
こ
る
。
こ
れ
が

晋
安
王
子
勛
の
反
乱

で
あ
る
。

（

）  

名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告

第
十
号
、
一
九
八
五
年
。
の
ち
、
中
国
南
北
朝
寒
門
寒
人
研
究
（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
に
所
収
。

（

）  

安
田
次
郎
氏

梁
武
帝
の
革
命
と
南
朝
門
閥
貴
族
体
制
（
同
氏
前
掲
書
所
収
）
を
参
照
。

（

）  

こ
こ
に
引
か
れ
る
吉
川
氏
の
指
摘
は
、
吉
川
忠
夫
氏

顔
之
推
論
（
六
朝
精
神
史
研
究

同
朋
舎
、
一
九
八
四
年
に
所
収
）
を
参
照
。
ま
た
南
朝
に
お
い

て

礼
学

に
関
す
る
知
識
を
も
つ
人
物
が
如
何
な
る
役
割
を
担
っ
た
か
は
、
川
合
安
氏

南
朝
の
御
史
台
に
つ
い
て
（
集
刊
東
洋
学

第
六
十
号
、
一
九
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八
八
年
）
を
参
照
。

（

）  

木
島
氏
前
掲
論
文
は

こ
こ
に
登
場
し
た
礼
学
者
た
ち
は
、
礼
を
含
む
古
典
文
献
を
処
理
す
る
と
い
う
専
門
的
能
力
を
持
ち
、
国
家
行
政
に
か
か
わ
っ
て
い

た
。
こ
れ
は
現
在
に
お
い
て
、
ち
ょ
う
ど
経
済
や
法
律
に
か
か
わ
っ
て
、
そ
の
専
門
知
識
を
生
か
し
て
活
躍
す
る
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
に
き
わ
め
て
よ
く
似
て
い

る

と
、
礼
学
者
の
政
治
的
役
割
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

附
記　

本
稿
は
、
令
和
二
年
度
愛
知
県
立
大
学
学
長
特
別
教
員
研
究
費
（
科
研
費
採
択
奨
励
研
究
費
）
南
北
朝
期
か
ら
初
唐
期
に
お
け
る

家
学

の
成
立
と
展

開

及
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
南
北
朝
か
ら
初
唐
期
に
お
け
る

家
学

の
成
立
と
展
開
（

K

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。


